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【はじめに】 

立位の姿勢制御は様々な要因によって構成さ

れており，筋骨格系や感覚系のみではなく，認

知機能の影響も重要とされている 1)．姿勢制御

の機能向上を目的としたトレーニングは数多く

行われているが，近年、認知機能に着目した二

重課題トレーニングが注目されている．山田 2)

は，高齢者に対しバランス訓練装置上で認知課

題を行った結果，歩行時の体幹動揺が減少した

としている．このように二重課題トレーニング

の運動課題は，主に立位バランスや歩行が用い

られている．しかし，立位のトレーニングは，

手術直後で荷重制限のある時期や，立位が不安

定な症例の場合には実施ができない．しかし座

位でトレーニングが可能となれば，より安全に，

幅広い対象者の姿勢制御機能向上が期待される．

そこで，本研究では，座位で二重課題トレーニ

ングを実施し，トレーニング前後での立位重心

動揺を比較し，その有効性を検討することを目

的とした． 

 

【対象と方法】 

1．対象 

対象は，若年健常者 20 名と脊柱・下肢術後

高齢者 16名である． 

若年健常者は二重課題群と単一課題群の 10

名ずつに分けた．また，整形外科術後高齢者は

クロスオーバーを用い，単一課題を行った後に

二重課題を行う群と，二重課題を行った後に単

一課題を行う群の 8名ずつに分けた．そのため

二重課題，単一課題のデータはそれぞれ 16 例

となった． 

 

 

 

 

 

図 1 トレーニング姿勢 

2．方法 

座位で二重課題トレーニングを実施し，ト

レーニング前後での立位重心動揺を比較した． 

1）単一課題と二重課題のトレーニング方法 

二重課題は運動課題と認知課題を同時に行い，

単一課題は運動課題のみを行った．トレーニン

グは 1 日で行い，60 秒間のトレーニングを 5

セット実施した． 

運動課題は座位にて右足関節背屈運動を行っ

た（図 1）．右足関節運動は収縮と弛緩を 3 秒間

ずつ繰り返した．認知課題は 100 から次々と 3

を引いていく serial-3s とした． 

2）重心動揺計測 

トレーニング前後に重心動揺を計測した．肢

位は足底内側を 20 ㎝開いた開脚立位と，両足

底内側を接した閉脚立位とした．測定時間は 30

秒間とし，外周面積，矩形面積，総軌跡長を測

定した． 

3）筋活動計測 

トレーニング中の筋活動を計測した．対象筋

は右前脛骨筋とした．トレーニング前に最大随

意収縮（MVC）を計測し，トレーニング中に収

縮が安定して 3秒以上行われた波形を有効とし，

中央 2 秒間の積分値を求め，その平均値を代表

値とした．さらに，その値を前脛骨筋MVC で

除し，百分率とすることで各トレーニングの筋

活動量％MVCを求めた． 

 



 

【結果】 

1．トレーニング前後の重心動揺比較 

1）若年健常者 

単一課題群，二重課題群ともにトレーニング

前後の開脚立位，閉脚立位の重心動揺に有意差

はなかった． 

2）整形外科術後高齢者 

単一課題では，トレーニング後に開脚立位の

矩形面積と総軌跡長が有意に増大した．一方，

二重課題では，トレーニング後に開脚立位の矩

形面積と総軌跡長が有意に減少した． 

3．トレーニング中の筋活動 

若年健常者，整形外科術後高齢者ともに単一

課題より二重課題において%MVC が低値を示

し，その傾向は若年健常者で顕著であった．ま

た，全体的に整形外科術後高齢者の%MVCは，

若年健常者より高値を示した． 

 

【考察】 

1．トレーニング前後の重心動揺の比較 

本研究では二重課題トレーニング後にのみ重

心動揺が改善した．森岡ら 3)は過去の研究にお

ける二重課題法を用いた立位バランスへの干渉

作用の検証から，立位バランスには，体性感覚，

視覚，前庭感覚による感覚情報だけでなく，こ

れらの感覚情報を統合するための注意機能が必

要であることを示唆している．以上の報告から，

単なる立位の姿勢制御であっても複雑な要因が

影響している中で，本研究のように足関節運動

と計算問題を同時に行うことにより，この感覚

情報を統合する機能が向上したことで，二重課

題トレーニングを行うことで立位時の重心動揺

が改善するという結果に至ったと考える． 

2．トレーニング中の筋活動 

二重課題条件下の反応として，二重課題法の

研究において反応時間の延長が起こることはよ

く知られている．また，Hauer K ら 4)は筋力テ

ストと暗算の二重課題を用いてパフォーマンス

の差異を比較し，高齢者，特に認知機能の低下

した者は二重課題を行うことで運動能力は著し

く低下すると述べている．これには，注意の分

割が影響していると考えられる．したがって運

動課題と認知課題を同時に行う注意の分配には

限界があること，そして，若年健常者は 2 つの

課題を同時に行う場合，限られた注意機能の分

配を効率的に行っている可能性が考えられる．

その結果，注意機能の分配が困難な整形外科術

後高齢者で，若年健常者より%MVC が高値を

示したと推測される． 

 

【まとめ】 

若年健常者，整形外科術後高齢者に対し二重

課題トレーニング前後の重心動揺，トレーニン

グ中の筋活動を計測した． 

整形外科術後高齢者では座位二重課題ト

レーニングにより開脚立位バランスが改善した． 

整形外科術後高齢者に対する座位二重課題

トレーニングが有効である可能性がある． 
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